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お問い合わせは まつやまＮＰＯサポートセンターまで 

〒790-0003 松山市三番町6丁目4-20 コムズ内 

 Tel:０８９－９４３－５７９０  

 Fax:０８９－９４３－５７９６ 

 Eメール：pico@npo.coms.or.jp   

 

  

まつやまＮＰＯ    検 索 

おしらせコーナー 

 ● まちづくり協議会のみなさまへ サポセンまち協だよりメルマガができました！ 

 サポセンからまち協関係者限定で、メルマガ『サポセンまち協だより』を配信することになりまし 

 た。まち協のみなさまからのお問い合わせやお申込みをお待ちしてます。 

 【 内 容 】 各まち協の活動報告、まち協に役立つ情報（助成金情報、講座情報など） 

 【申込方法】 サポセンEメール（pico@npo.coms.or.jp）まで、以下の内容をお送りください。 

 本文に、「まち協メルマガ配信を希望する。」と記載し、①まち協名 ②個人名 ③メールアドレス 

 （pico@npo.coms.or.jp）までお送りください。ご連絡お待ちしてます。 

●松山市市民活動推進事業表彰式が行われました！ 

 ３月９日に、コムズ５階で松山市市民活動推進事業表彰式が行われました。この表彰式は、市民 

 活動推進基金への寄付者に対する表彰や市民活動で著しい功績があった団体に対する表彰を行 

 うものです。 

 まず最初に、高額寄付者１１団体が表彰され、次に多年寄付者１６団体３個人が表彰されました。 

 市民活動団体では、「ＮＰＯ法人 愛媛がんサポートおれんじの会」「まつやま俳句でまちづくりの 

 会」でした。「ＮＰＯ法人 愛媛がんサポートおれんじの会」は、がん患者やその家族を対象とした 

 活動を行っています。「まつやま俳句でまちづくりの会」は、俳句を活用したイベントの企画・実施を 

 通じて、松山の都市ブランドの向上や観光振興に貢献しています。 
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サポセンだより 

おしらせコーナー ８ Ｐ 

特集 平成30年度事業報告・平成31年度事業計画 ５～６Ｐ 

2/23に実施した市民交流イベントの内容をお伝えします。 

レポート 松山市生涯現役・市民活動交流集会の実施報告 ６～７Ｐ 

今後５年間の基本方針と運営方針 

特集 まつやまＮＰＯサポートセンター第六期運営 ２ Ｐ 

平成３０年度の事業報告と平成３１年度の事業計画の概要をご説明します。 
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特集 まつやまＮＰＯサポートセンター第六期運営 

 ２０１９年４月～２０２４年３月までの５年間、まつやまＮＰＯサポートセンターの運営は、引き続き、

認定ＮＰＯ法人アクティブボランティア２１が行います。これからの５年間についての方針をご紹介しま

す。 

１．基本方針 

 ●キャッチコピー  

 「ＮＰＯとまち協と企業による協働まちづくり ふれあい、生きがい、助け合い」 

 ●コンセプト 

 まちづくりの主役となる市民活動を積極的に支援するとともに、「新しい公共」を担う 

 市民活動の推進拠点となることを目指します。 

２．運営方針 

 ●市民活動のコーディネート 

  各団体の要望や問題は、それぞれ単独では、限界がある為、要望や問題解決に向けて、それ 

  ぞれのピースを組み合わせる必要があります。ＮＰＯ、市民、まちづくり協議会、企業が抱える市 

  民活動への課題を調整し、まつやまＮＰＯサポートセンターが効果的に結び付けます。 

 ●市民活動の活性化に向けたネットワークの構築  

   ＮＰＯ、市民、まちづくり協議会、企業などが連携する強固なネットワークをつくるため、サポートセ 

  ンターがＨＵＢの役割を担います。例えば、災害発生時には、物資支援、被災者支援情報の共 

  有、それぞれの分野での対応ができ、安心、安全なまちづくりを形成するための重要な要素となり 

  ます。そこで、普段から交流する機会をつくることで、ネットワーク内の様々な情報共有、資源の活 

  用、マッチングを実現し、市民活動の活性化を図ります。 
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３．プレゼン大会「ＮＰＯ ｏｆ ｔｈｅ ｙｅａｒ ２０１９」  

 松山のＮＰＯ団体が活動内容を発表する「NPO of the year 2019」を開催しました。今年は、８団

体の応募があり、予選を勝ち抜いた４団体によるプレゼン大会が行われました。各団体の熱い思

いがこもったプレゼンテーションで会場を盛り上げ、ＮＰＯ活動をアピールしました。 

● 予選通過４団体の紹介 

 白熱のプレゼン大会は、例年以上の激しい大会とな

りました。 

 来場者と審査員が投票した結果、僅か一票が勝負の

明暗を分け、見事優勝したのは、『障がい者・児の性と

生を考える会』でした。おめでとうございます！また、僅

かで優勝を逃した『アトリエｍａｍａｎ』には、審査員特

別賞が贈られました。 

 

 

 

 

 

『わくわく勇気を広げる会』 

 「勇気づけ」とは「困難（課題）を乗り越 

 える力を与える事」で、人と人とが繋がり  

 合うお手伝いをしています。 

 

 

 

 

 

『障がい者・児の性と生を考える会』 

 障がい者の性と生について、地域が支え合 

 い、共に成長することを共に喜び合うこと 

 のできる社会をつくることを目指します。 

 

 

 

 

 

『愛媛色育会』 

 色育は、最も身近にある「色」の心理的効 

 果を使って、3つの生きる力「集中力・想像 

 力・コミュニケーション力」を育てます。 

 

 

 

 

 

『アトリエmaman』 

 「写真」で思い出を共有すること、子ども 

 の成長、日々の生活、家族の歴史を記録し 

 ていくお手伝いをいたします。 

● 表彰団体 
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レポート 

2/23 松山市生涯現役・市民活動交流集会の実施報告 
2/23（土）松山市男女共同参画推進センター・コムズにおいて、松山市生涯現役・市民活動交流集

会が行われました。市民が生涯現役で取り組めるような市民活動を啓発することが目的です。市

民活動交流集会も同時開催し、３６０名の市民が集まりました。 

１．多彩なステージイベント      

 今年のステージは、おやじバンドのCadillac（キャデラック）によるバンド演奏、フラダンスの実演と 

 フラダンスによる健康講座、劇団プラチナねこによる公演「あらしのよるに」の上演、キャサリン・ 

 ラビットによるチアダンスで、会場を大いに盛り上げました。 

  

 

 

２．生涯現役のためのブース、セミナー、飲食物販  

 当日は、コムズ全館を使い、物販、飲食、ブース、セ  

 ミナーに参加して、市民の皆さんに生涯現役を目指 

 した活動を知って頂く他、スタンプラリーや抽選会を 

 行いました。 

 毎年、年度末近くの時期に多くの市民に参加して頂 

 いているこのイベントで、NPOを啓発する良い機会と 

 なりました。 

 おやじバンドCadillac（キャデラック） シニアチアダンスチーム“キャサリン・ラビット 
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特集 平成３０年度事業報告・平成３１年度事業計画 

 平成３０年度のサポートセンターは「市民活動ネットワークと地域の協働の場づくり」を

目標に、事業実施に取り組みました。今回は、平成３０年度の実績の報告と平成３１年度の

事業計画を紹介します。 

１．平成３０年度事業報告 

 ＮＰＯと地域（地縁団体、企業、学校等）の協働を促進することをテーマとして事業に取 

  り組みました。その結果、企業等からのマッチング案件は年間で14回行うことができま 

  した。   

  

 ◆年間相談件数 1,907件（昨年度：1,538件 対比：124.0％） 

 内訳は、ＮＰＯ法人が34％、任意団体が47％、個人が10％、その他9％であり、個人の方 

 からの設営相談、法人、任意団体からの運営相談が増加しています。また、各団体に向け 

 てのお問合わせが多く寄せられました。 

 

 ◆年間来場者数 4,399人（昨年度：3,988人 対比：110.3％） 

 ＮＰＯへの関心が高まっています。     

   

 ◆広報統計 

   ホームページアクセス数 43,459（昨年度：44,594 対比：97.5％） 

   ブログ閲覧数      41,141（昨年度：26,757 対比：153.8％） 

   市民活動配送便       134（昨年度：   118 対比：113.6％）   

 助成金情報、まち協やＮＰＯ団体のイベント実施報告をブログにて公開、フェイスブック 

 との連動もあって、ブログの閲覧数が増加しました。 

 

 ◆貸し会議室（1-2）447回／203団体（昨年度：476回／191団体）  

 定期利用の団体数は、増加しています。利用回数は、減少しました。   

 

 ◆実施講座    実施数／受講者数 

   設立講座     6回／124名 （昨年度：6回／74名）    

   実務講座     6回／134名  （昨年度：4回／48名）  

   出前講座     2回／39名   （昨年度：2回） 

   まち協講座    3回／20名 

  

 設立講座、実務講座共に講座内容が団体のニーズに合い、好評でした。 
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２．平成３１年度事業計画 

  ●運営方針   

  平成３１年度は、テーマを「市民と企業と団体の周知と協働」とし、ＮＰＯとまち協と企業による協働 

  まちづくり目指します。昨年度は、ＮＰＯ同士またはNPOと企業との連携については、一定量の成果が 

  ありました。しかし、地縁団体やまちづくり協議会については、さらなる連携・協働が必要である為、昨 

  年度に続く事業に加え、次のような重点施策を行います。  

  ●重点施策 

 

  ◆市民活動状況周知  

  【目的】各市民活動団体の活動情報を広く周知 

  サポセンだよりの記事掲載及び定期発送先へ団体チラシの配 

  布、センターメディアからの情報   

  発信、市民活動配送便を活用し、団体の活動を広く知ってもらい 

  ます。 

 

  ◆ＮＰＯの情報をまとめた市民向け公開用データベースの作成  

  【目的】ＮＰＯの活動情報の発信と認知度向上 

  ＮＰＯ団体との連携や協働をするために、団体情報（代表者氏名、 

  事業計画及び報告、役員名簿等）をデータベース化し、ホーム 

  ページ（NPOヒロバ）を通じて公開します。 

 

  ◆企業のＣＳＲ活動に関する支援  

  【目的】ＮＰＯ、企業、地域の協働促進 

  企業を対象にしたＮＰＯ体験研修実施やＣＳＲ活動によるＮＰＯと 

  のマッチングを提案します。 

   

  ◆ＮＰＯをパワーアップさせる為の講座の開催  

  【目的】成熟団体へのフォローアップ 

  ５年以上活動しているＮＰＯ団体が、さらなる飛躍ができるように 

  パワーアップ講座を開催します。 

  資金獲得（ファンドレイジング）、SNSの活用、チラシデザイン等、 

  多彩な分野の講座を開催します。 
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４．開催予定のイベント・講座情報 

 今年度、開催する予定の講座・イベントは下記のとおりです。 

 詳細は、サポートセンター窓口、ホームページ等で決まり次第お伝えします。 

時 期 タイトル（仮） 内 容 

６月上旬 プチ起業のはじめかた 趣味や特技を活かしてプチ起業を始めよう！  

６月上旬 ＮＰＯのはじめかた ＮＰＯの基礎知識と任意団体の作り方について  

６月下旬 ＮＰＯのＳＮＳ活用 ＳＮＳ活用で団体の認知度ＵＰ 

７月中旬 初心者のためのＮＰＯ会計① ＮＰＯが行う日々の会計のやり方について 

７月中旬 初心者のためのＮＰＯ会計② ＮＰＯが行う決算について 

８月上旬 ＮＰＯの広報 ＮＰＯの広報力をＵＰ 

８月下旬 チラシづくりの基礎 チラシなどの広報媒体を作る基本について 

９月上旬 ＮＰＯヒロバのつかいかた ＮＰＯデータベースＮＰＯヒロバの活用について 

９月下旬 ＮＰＯ法人設立 ＮＰＯ法人設立方法について 

１０月中旬 イベント運営 ＮＰＯ主催のイベント運営について 

１０月下旬 資金調達 ＮＰＯの資金調達方法について 

１１月中旬 助成金申請 ＮＰＯ向けの助成金申請書の作成方法について 

１１月下旬 ＮＰＯについて知ろう ＮＰＯってどんな団体でどんな活動をしているか 

１２月上旬 プレゼンに挑戦 プレゼンスキルを上げて団体をアピール 

１月中旬 はじめての事務手続き 運営初年度を終える前に事務手続きを知ろう！ 

２月下旬 NPO交流集会 ＮＰＯと市民が交流するイベントを実施  

３月中旬 プチ起業のはじめかた 趣味や特技を活かしてプチ起業を始めよう！  

３月中旬 ＮＰＯのはじめかた ＮＰＯの基礎知識と任意団体の作り方について 


























